
令
和
五
年
度

高
等
学
校
入
学
者
選
抜
学
力
検
査
問
題

第

一

部

注

意

国

語

一

四

問
題
は
、

か
ら

ま
で
あ
り
、

ペ
ー
ジ
ま
で
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

1

11

答
え
は
、
す
べ
て
別
紙
の
解
答
用
紙
に
記
入
し
、
解
答
用
紙
だ
け
提
出
し
な
さ
い
。

2

問
い
の
う
ち
、
「
…
…
選
び
な
さ
い
。」
と
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
問
い

3

で
指
示
さ
れ
て
い
る
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

問
い
の
う
ち
、
字
数
が
指
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
句
読
点
や
符
号
も
字

4

数
に
含
め
て
答
え
な
さ
い
。 第

部

一
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次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
配
点

）
28

問
一

 

～ 
の

線
部
の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。

 

姉
は
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

 

編
集
長
が
敏
腕
を
振
る
う
。

 

水
泳
の
全
国
大
会
に
臨
む
。

問
二

 

～ 

の

線
部
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

地
図
で
は
ん
と
う
の
名
前
を
調
べ
る
。

 

進
む
方
向
を
あ
や
ま
り
、
道
に
迷
っ
た
。

 

神
社
・
仏
閣
と
そ
の
宝
物
を
は
い
か
ん
す
る
。

問
三

 

、 

の
文
の

に
当
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か

ら
選
び
、
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

 

縄
跳
び
の
難
し
い
技
を
披
露
し
た
彼
は
、

。

ア

所
在
な
い

イ

根
も
葉
も
な
い

ウ

隅
に
置
け
な
い

エ

身
も
ふ
た
も
な
い

 

板
に
付
い
て
き
た
。

ア

入
学
し
た
ば
か
り
の
た
め
、
制
服
姿
が

イ

入
社
し
て
二
年
が
経
ち
、
接
客
の
仕
方
が

ウ

長
年
使
い
続
け
て
い
る
、
油
絵
の
道
具
が

エ

来
日
し
て
間
も
な
い
の
で
、
日
本
語
で
の
会
話
が

問
四

次
の
Ａ
の
文
を
内
容
を
変
え
な
い
よ
う
に
、
Ｂ
の
文
に
書
き
か
え
る
と
き
、

に
当
て
は
ま
る

表
現
を
書
き
な
さ
い
。

Ａ

不
意
に
漂
っ
て
き
た
甘
い
香
り
は
、
私
の
遠
い
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
た
。

Ｂ

私
の
遠
い
記
憶
は
、

。

一

－2－

平田さん

問
五

あ
る
中
学
校
の
三
年
生
が
、
新
入
生
の
教
室
で
、
中
学
校
の
生
活
や
学
校
行
事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
次
は
、
文
化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
つ
い
て
紹
介
す
る
グ
ル
ー
プ
の
【
話
し
合
い
の
一
部
】

で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で 

、 

に
答
え
な
さ
い
。

【
話
し
合
い
の
一
部
】

場
面
①

場
面
②

場
面
③

 

場
面
①
の
三
人
の
発
言
に
つ
い
て
説
明
し
た
内
容
の
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら

選
び
な
さ
い
。

ア

三
谷
さ
ん
の
考
え
に
、
中
原
さ
ん
は
具
体
的
な
よ
さ
を
あ
げ
て
同
意
し
、
平
田
さ
ん
は
自
分
の
考
え

を
付
け
加
え
て
い
る
。

イ

三
谷
さ
ん
と
中
原
さ
ん
は
互
い
に
意
見
を
主
張
し
、
平
田
さ
ん
は
二
人
が
気
付
い
て
い
な
い
問
題
点

と
解
決
策
を
示
し
て
い
る
。

ウ

三
谷
さ
ん
は
自
分
の
考
え
に
意
見
を
求
め
、
中
原
さ
ん
は
賛
成
し
た
が
、
平
田
さ
ん
は
課
題
を
指
摘

し
反
対
し
て
い
る
。

エ

三
谷
さ
ん
は
話
を
進
行
さ
せ
、
中
原
さ
ん
は
問
題
を
整
理
し
、
平
田
さ
ん
は
そ
の
解
決
に
向
け
た
意

見
を
提
案
し
て
い
る
。

 

場
面
③
で
、
平
田
さ
ん
は
、
紹
介
の
仕
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
の
内
容
を
ま
と
め
る
発
言
を

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

に
当
て
は
ま
る
適
当
な
表
現
を
三
十
五
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。

三谷さん

いいね。動画だと、ステージ発表がどんな雰囲気なの

か、よく伝わりそうだね。

文化祭のステージ発表の様子は、躍動感があった方が伝わりやすい

から、動画で見てもらうのがいいと思うのだけれど、どうかな。

本番だけではなくて、準備の様子も伝えたいな。困ったことが起き

たときに、みんなで協力して解決したのは、いい思い出だよね。

でも、見る側に立つと、動画を５分も見続けるのは長

いと思うな。それに、準備期間の醍醐味は動画だけで

は伝えきれないから……、紙芝居はどうかな。

そうだね。新入生に紹介する時間は５分あるから、準備の様子も動

画に入れられそうだね。

いいね。紙芝居だと、その時の気持ちをうまく伝えられそうだよ

ね。準備期間のエピソードを絵やせりふで表現してみよう。読むと

きの声の大きさや紙をめくるスピードに変化をつけるとか、色々と

工夫ができそうだね。

ステージ発表の本番の様子と準備の様子で、使い分け

るのはどうだろう。

動画にも紙芝居にもいいところがあるよね。

そうだね。では、

だい ご み

平田さん

中原さん

三谷さん

平田さん

中原さん

中原さん

三谷さん
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１ 次の問いに答えなさい。

問１  ～ の計算をしなさい。

 －５×３

 ９－６
２

 14× ７－ ８

問２ 絶対値が４である数をすべて書きなさい。
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問
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の

線
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の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。

 

姉
は
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
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い
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。

 

編
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敏
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を
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表
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。

 

縄
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。
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も
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付
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り
の
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、
制
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し
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が
経
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、
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の
仕
方
が

ウ

長
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使
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け
て
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、
油
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の
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が
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し
て
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も
な
い
の
で
、
日
本
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で
の
会
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が
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次
の
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の
文
を
内
容
を
変
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な
い
よ
う
に
、
Ｂ
の
文
に
書
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え
る
と
き
、

に
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て
は
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る
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を
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。
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不
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に
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い
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は
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の
遠
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は
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の
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、
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を
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同
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し
、
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は
自
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の
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を
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け
加
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と
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は
互
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に
意
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を
主
張
し
、
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さ
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は
二
人
が
気
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て
い
な
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と
解
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示
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い
る
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は
自
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の
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え
に
意
見
を
求
め
、
中
原
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は
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成
し
た
が
、
平
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ん
は
課
題
を
指
摘

し
反
対
し
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は
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、
中
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は
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を
整
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し
、
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さ
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は
そ
の
解
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に
向
け
た
意

見
を
提
案
し
て
い
る
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場
面
③
で
、
平
田
さ
ん
は
、
紹
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の
仕
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
の
内
容
を
ま
と
め
る
発
言
を

し
よ
う
と
し
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ま
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。

に
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は
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る
適
当
な
表
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三
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字
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度
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三谷さん
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か、よく伝わりそうだね。

文化祭のステージ発表の様子は、躍動感があった方が伝わりやすい

から、動画で見てもらうのがいいと思うのだけれど、どうかな。

本番だけではなくて、準備の様子も伝えたいな。困ったことが起き

たときに、みんなで協力して解決したのは、いい思い出だよね。

でも、見る側に立つと、動画を５分も見続けるのは長
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は伝えきれないから……、紙芝居はどうかな。
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いいね。紙芝居だと、その時の気持ちをうまく伝えられそうだよ

ね。準備期間のエピソードを絵やせりふで表現してみよう。読むと

きの声の大きさや紙をめくるスピードに変化をつけるとか、色々と

工夫ができそうだね。

ステージ発表の本番の様子と準備の様子で、使い分け

るのはどうだろう。

動画にも紙芝居にもいいところがあるよね。
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平田さん
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中原さん
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三谷さんいいね。動画だと、ステージ発表がどんな雰囲気なの

でも、見る側に立つと、動画を５分も見続けるのは長

いと思うな。それに、準備期間の醍
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は動画だけで

いいね。紙芝居だと、その時の気持ちをうまく伝えられそうだよ
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１ 次の問いに答えなさい。

問１  ～ の計算をしなさい。

 －５×３

 ９－６
２

 14× ７－ ８

問２ 絶対値が４である数をすべて書きなさい。
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問３ 下の資料は，Ａ市における各日の最高気温を１週間記録したものです。中央値を求めな

さい。

（資料）

曜日 日 月 火 水 木 金 土

最高気温（℃） 22.2 31.1 32.0 34.2 24.2 21.6 25.9

問４ 下の図のような正三角錐ＯＡＢＣがあります。辺ＡＢとねじれの位置にある辺はどれで
すい

すか，書きなさい。

Ｏ

Ｂ

Ａ Ｃ

- 2 -

問３ 下の資料は，Ａ市における各日の最高気温を１週間記録したものです。中央値を求めな

さい。

（資料）

曜日 日 月 火 水 木 金 土

最高気温（℃） 22.2 31.1 32.0 34.2 24.2 21.6 25.9

問４ 下の図のような正三角錐ＯＡＢＣがあります。辺ＡＢとねじれの位置にある辺はどれで
すい

すか，書きなさい。

Ｏ

Ｂ

Ａ Ｃ

- 2 -

問３ 下の資料は，Ａ市における各日の最高気温を１週間記録したものです。中央値を求めな

さい。

（資料）

曜日 日 月 火 水 木 金 土

最高気温（℃） 22.2 31.1 32.0 34.2 24.2 21.6 25.9

問４ 下の図のような正三角錐ＯＡＢＣがあります。辺ＡＢとねじれの位置にある辺はどれで
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Ａ Ｃ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
配
点

）
40

私
た
ち
が
実
際
に
経
験
す
る
も
の
、
た
と
え
ば
い
ま
一
個
の
鉄
球
を
手
に
し
て
い
る
と
し
ま
す
と
、
そ
れ
を

私
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
丸
い
形
を
し
た
も
の
と
し
て
も
見
ま
す
が
、
そ
の
場
合
の
「
形
」
は
、
色
や
手
触
り
な
ど

を
除
き
去
っ
た
単
な
る
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
銀
色
に
輝
く
、
そ
し
て
ず
っ
し
り
と
重
い
鉄
球
で
す
。
ま
た
そ

れ
を
落
と
せ
ば
、
落
下
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
単
な
る
落
下
運
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
、

あ
る
い
は
足
の
上
に
落
ち
て
大
き
な
痛
み
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
と
と
も
に
あ
る
運
動
で
す
。

こ
の
恐
怖
は
た
だ
単
に
私
た
ち
の
意
識
の
内
側
で
な
さ
れ
て
い
る
経
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
こ
の
ず
っ

し
り
と
重
い
鉄
球
と
と
も
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
事
柄

の
真
実
の
相
を
捉
え
る
上
で
、
私
た
ち
は
、
こ
の
ず
っ
し
り
と
重
い
と
い
う
感
覚
や
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
を
、

不
必
要
な
も
の
と
し
て
排
除
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
鉄
球
は
、
銀
色
に
輝
き
つ
つ
丸
い
形
を
し
て
お

り
、
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
を
引
き
起
こ
し
つ
つ
落
下
運
動
を
す
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
、
「
こ
と
」
に
は
表
情
が
あ
る
と
表
現
し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
私
た
ち
は
自
分

１

が
い
ま
座
っ
て
い
る
椅
子
に
つ
い
て
、
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
い
て
不
安
定
だ
と
か
、
逆
に
ど
っ
し
り
と
安
定
し
て
い

る
と
か
、
安
っ
ぽ
い
と
か
、
高
価
に
見
え
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
意
識
を
も
っ
て
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
思
い
が
「
こ
と
」
を
作
り
あ
げ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

あ
る
い
は
普
段
私
が
使
っ
て
い
る
万
年
筆
は
、
十
二
、
三
セ
ン
チ
程
度
の
黒
い
セ
ル
ロ
イ
ド
製
の
物
体
で
す

が
、
そ
れ
と
、
使
い
古
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
他
の
万
年
筆
に
な
い
独
特
の
書
き
や
す
さ
が
あ
る
と
い
う
感
覚

と
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
れ
は
、
人
生
の
節
々
で
そ
れ
を
用
い
て
大
切
な
文
字
を
記
し
て

き
た
と
い
う
記
憶
と
も
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
万
年
筆
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
満
た
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
も
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
経
験
の

な
か
で
は
、
こ
の
意
味
や
表
情
が
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
う
し
た
表
情
や
意
味
か

ら
「
こ
と
」
は
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
な
か
で
つ
ね
に
こ
の
表
情
を
積
極
的
に
意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
万
年
筆
の
材
質
の
ほ
う
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、
そ
の
表
情
が
背
景
に
退
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
経
験
を
い
き
い
き
と
し
た
も
の
に
し
て
い
る
の
は
「
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
表
情

２

や
意
味
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
こ
と
」
の
世
界
こ
そ
が
真
実
の
世
界
で
あ
る
と
言
い
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
批
判
が
出
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
予
想
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
「
こ
と
」
に
は
表
情
が
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
表
情
は
も
ち
ろ
ん
、
人
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
万
年
筆
で
も
書
き
や
す
い
と
感
じ
る
人
も
い
れ
ば
、
書
き
に
く
い
と
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
万

年
筆
の
デ
ザ
イ
ン
に
注
目
す
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
れ
を
使
っ
て
書
い
た
と
き
の
思
い
出
に
浸
る
人
も
い
ま
す
。

１

同
じ
川
面
を
見
て
も
、
光
を
背
に
受
け
る
か
、
正
面
か
ら
浴
び
る
か
で
、
そ
の
見
え
方
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

か
わ

も

雨
降
り
の
陰
鬱
さ
を
嫌
う
人
も
い
ま
す
し
、
そ
の
風
情
を
好
む
人
も
い
ま
す
。「
こ
と
」
は
千
差
万
別
で
す
。

ふ

ぜ
い

そ
こ
か
ら
、
私
た
ち
が
経
験
し
て
い
る
も
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
あ
い
ま
い
な
、
そ
の
と
き
ど
き
に
変
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
あ
い
ま
い
な
も
の
が
事
柄
の
実
相
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
意
見
も
当
然
出
て
く
る

で
し
ょ
う
。
「
こ
と
」
は
私
た
ち
が
意
識
の
内
側
だ
け
で
経
験
し
て
い
る
、
つ
ね
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
実
在
の
世
界
を
考
え
る
た
め
に
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
考
え
が
そ
こ
に
生
ま
れ
て
き
ま

す
。し

か
し
、
私
た
ち
が
実
際
に
経
験
し
て
い
る
色
や
に
お
い
、
音
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

２

が
た
だ
単
に
「
意
識
の
内
面
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
柄
そ
の
も
の
と
は
関
わ
り
が
な
い
と
い
う
考
え
は
、

二
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や
は
り
お
か
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
具
体
的
な
経
験
に
お
い
て
は
、
や
は
り
、
先
ほ
ど
言
っ
た
「
表
情
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

ま
す
。
私
の
万
年
筆
は
、
十
二
、
三
セ
ン
チ
程
度
の
黒
い
セ
ル
ロ
イ
ド
製
の
物
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
出
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
す
。
両
者
は
別
々
の
も
の
で
は
な
く
、
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

体
に
な
っ
た
も
の
で
、
私
た
ち
の
世
界
は
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
つ
別
の
例
を
挙
げ
ま
す
。
一
匹
の
猛
犬
が
私
に
襲
い
か
か
っ
て
く
る
と
き
、
私
は
た
だ
単
に
意
識

３

の
内
側
だ
け
で
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
の
前
の
犬
そ
れ
自
体
が
恐
ろ
し
い

の
で
す
。
そ
の
犬
が
私
の
恐
怖
に
じ
か
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
犬
そ
の
も
の
と
、
私
の
意
識
の
内
面
と

い
う
二
つ
の
世
界
が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
者
は
ど
こ
ま
で
も
一
つ
で
す
。
そ
れ
こ
そ
事
柄
の
真
相

で
あ
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
「
こ
と
」
の
第
一
次
性
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
科
学
的
な
も
の
の
見
方
を
否
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
具
体
的
な
仕
方
で
見
て
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
縛
ら
れ
な

い
三
次
元
空
間
の
な
か
に
置
き
直
し
て
見
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
分
子
や
原
子
の
世
界
と
し
て

説
明
す
る
こ
と
を
、
無
意
味
な
も
の
と
し
て
退
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
分
子
や
原
子
か
ら
な
る
「
も
の
」
の
世
界
こ
そ
が
真
実
の
世
界
で
あ
り
、
色
や
に
お
い
は
私
た
ち

が
私
た
ち
の
意
識
の
な
か
だ
け
で
感
じ
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
真
実
の
世
界
か
ら
は
排

除
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
考
え
に
反
対
す
る
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
も
っ
た
「
こ
と
」
の
世
界
、
先
ほ
ど
の
万
年
筆
の
例
で
言
え
ば
、
そ
れ
が
切
な
く
、

懐
か
し
い
思
い
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
こ
と
、
こ
の
「
こ
と
」
の
世
界
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
縛
ら
れ
な

４

い
三
次
元
空
間
の
な
か
に
置
き
直
し
て
「
も
の
」
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
的
な
言
葉
で
語
る
場
が
開
か
れ
る
と
言
え
ま

す
。
そ
こ
に
自
然
科
学
が
成
立
し
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
見
方
は
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
何
度
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
「
も
の
」
の

世
界
が
真
実
で
あ
り
、
「
こ
と
」
の
世
界
が
虚
妄
で
あ
る
と
は
決
し
て
言
え
ま
せ
ん
。
美
し
く
咲
き
誇
り
、
私

た
ち
を
う
き
う
き
と
し
た
気
分
に
誘
う
桜
の
花
は
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
真
実
の
世
界
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ

の
真
実
の
世
界
を
、
同
時
に
、
分
子
や
原
子
の
世
界
と
し
て
も
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
い

う
仕
方
で
、
両
者
は
共
存
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

（
藤
田
正
勝
「
哲
学
の
ヒ
ン
ト
」
に
よ
る
）
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
配
点

）
40

私
た
ち
が
実
際
に
経
験
す
る
も
の
、
た
と
え
ば
い
ま
一
個
の
鉄
球
を
手
に
し
て
い
る
と
し
ま
す
と
、
そ
れ
を

私
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
丸
い
形
を
し
た
も
の
と
し
て
も
見
ま
す
が
、
そ
の
場
合
の
「
形
」
は
、
色
や
手
触
り
な
ど

を
除
き
去
っ
た
単
な
る
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
銀
色
に
輝
く
、
そ
し
て
ず
っ
し
り
と
重
い
鉄
球
で
す
。
ま
た
そ

れ
を
落
と
せ
ば
、
落
下
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
単
な
る
落
下
運
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
、

あ
る
い
は
足
の
上
に
落
ち
て
大
き
な
痛
み
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
と
と
も
に
あ
る
運
動
で
す
。

こ
の
恐
怖
は
た
だ
単
に
私
た
ち
の
意
識
の
内
側
で
な
さ
れ
て
い
る
経
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
こ
の
ず
っ

し
り
と
重
い
鉄
球
と
と
も
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
事
柄

の
真
実
の
相
を
捉
え
る
上
で
、
私
た
ち
は
、
こ
の
ず
っ
し
り
と
重
い
と
い
う
感
覚
や
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
を
、

不
必
要
な
も
の
と
し
て
排
除
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
鉄
球
は
、
銀
色
に
輝
き
つ
つ
丸
い
形
を
し
て
お

り
、
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
を
引
き
起
こ
し
つ
つ
落
下
運
動
を
す
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
、
「
こ
と
」
に
は
表
情
が
あ
る
と
表
現
し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
私
た
ち
は
自
分

１

が
い
ま
座
っ
て
い
る
椅
子
に
つ
い
て
、
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
い
て
不
安
定
だ
と
か
、
逆
に
ど
っ
し
り
と
安
定
し
て
い

る
と
か
、
安
っ
ぽ
い
と
か
、
高
価
に
見
え
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
意
識
を
も
っ
て
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
思
い
が
「
こ
と
」
を
作
り
あ
げ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

あ
る
い
は
普
段
私
が
使
っ
て
い
る
万
年
筆
は
、
十
二
、
三
セ
ン
チ
程
度
の
黒
い
セ
ル
ロ
イ
ド
製
の
物
体
で
す

が
、
そ
れ
と
、
使
い
古
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
他
の
万
年
筆
に
な
い
独
特
の
書
き
や
す
さ
が
あ
る
と
い
う
感
覚

と
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
れ
は
、
人
生
の
節
々
で
そ
れ
を
用
い
て
大
切
な
文
字
を
記
し
て

き
た
と
い
う
記
憶
と
も
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
万
年
筆
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
満
た
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
も
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
経
験
の

な
か
で
は
、
こ
の
意
味
や
表
情
が
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
う
し
た
表
情
や
意
味
か

ら
「
こ
と
」
は
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
な
か
で
つ
ね
に
こ
の
表
情
を
積
極
的
に
意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
万
年
筆
の
材
質
の
ほ
う
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、
そ
の
表
情
が
背
景
に
退
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
経
験
を
い
き
い
き
と
し
た
も
の
に
し
て
い
る
の
は
「
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
表
情

２

や
意
味
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
こ
と
」
の
世
界
こ
そ
が
真
実
の
世
界
で
あ
る
と
言
い
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
批
判
が
出
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
予
想
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
「
こ
と
」
に
は
表
情
が
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
表
情
は
も
ち
ろ
ん
、
人
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
万
年
筆
で
も
書
き
や
す
い
と
感
じ
る
人
も
い
れ
ば
、
書
き
に
く
い
と
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
万

年
筆
の
デ
ザ
イ
ン
に
注
目
す
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
れ
を
使
っ
て
書
い
た
と
き
の
思
い
出
に
浸
る
人
も
い
ま
す
。

１

同
じ
川
面
を
見
て
も
、
光
を
背
に
受
け
る
か
、
正
面
か
ら
浴
び
る
か
で
、
そ
の
見
え
方
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

か
わ

も

雨
降
り
の
陰
鬱
さ
を
嫌
う
人
も
い
ま
す
し
、
そ
の
風
情
を
好
む
人
も
い
ま
す
。「
こ
と
」
は
千
差
万
別
で
す
。

ふ

ぜ
い

そ
こ
か
ら
、
私
た
ち
が
経
験
し
て
い
る
も
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
あ
い
ま
い
な
、
そ
の
と
き
ど
き
に
変
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
あ
い
ま
い
な
も
の
が
事
柄
の
実
相
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
意
見
も
当
然
出
て
く
る

で
し
ょ
う
。
「
こ
と
」
は
私
た
ち
が
意
識
の
内
側
だ
け
で
経
験
し
て
い
る
、
つ
ね
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
実
在
の
世
界
を
考
え
る
た
め
に
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
考
え
が
そ
こ
に
生
ま
れ
て
き
ま

す
。し

か
し
、
私
た
ち
が
実
際
に
経
験
し
て
い
る
色
や
に
お
い
、
音
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

２

が
た
だ
単
に
「
意
識
の
内
面
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
柄
そ
の
も
の
と
は
関
わ
り
が
な
い
と
い
う
考
え
は
、

二
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や
は
り
お
か
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
具
体
的
な
経
験
に
お
い
て
は
、
や
は
り
、
先
ほ
ど
言
っ
た
「
表
情
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

ま
す
。
私
の
万
年
筆
は
、
十
二
、
三
セ
ン
チ
程
度
の
黒
い
セ
ル
ロ
イ
ド
製
の
物
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
出
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
す
。
両
者
は
別
々
の
も
の
で
は
な
く
、
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

体
に
な
っ
た
も
の
で
、
私
た
ち
の
世
界
は
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
つ
別
の
例
を
挙
げ
ま
す
。
一
匹
の
猛
犬
が
私
に
襲
い
か
か
っ
て
く
る
と
き
、
私
は
た
だ
単
に
意
識

３

の
内
側
だ
け
で
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
の
前
の
犬
そ
れ
自
体
が
恐
ろ
し
い

の
で
す
。
そ
の
犬
が
私
の
恐
怖
に
じ
か
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
犬
そ
の
も
の
と
、
私
の
意
識
の
内
面
と

い
う
二
つ
の
世
界
が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
者
は
ど
こ
ま
で
も
一
つ
で
す
。
そ
れ
こ
そ
事
柄
の
真
相

で
あ
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
「
こ
と
」
の
第
一
次
性
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
科
学
的
な
も
の
の
見
方
を
否
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
具
体
的
な
仕
方
で
見
て
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
縛
ら
れ
な

い
三
次
元
空
間
の
な
か
に
置
き
直
し
て
見
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
分
子
や
原
子
の
世
界
と
し
て

説
明
す
る
こ
と
を
、
無
意
味
な
も
の
と
し
て
退
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
分
子
や
原
子
か
ら
な
る
「
も
の
」
の
世
界
こ
そ
が
真
実
の
世
界
で
あ
り
、
色
や
に
お
い
は
私
た
ち

が
私
た
ち
の
意
識
の
な
か
だ
け
で
感
じ
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
真
実
の
世
界
か
ら
は
排

除
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
考
え
に
反
対
す
る
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
も
っ
た
「
こ
と
」
の
世
界
、
先
ほ
ど
の
万
年
筆
の
例
で
言
え
ば
、
そ
れ
が
切
な
く
、

懐
か
し
い
思
い
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
こ
と
、
こ
の
「
こ
と
」
の
世
界
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
縛
ら
れ
な

４

い
三
次
元
空
間
の
な
か
に
置
き
直
し
て
「
も
の
」
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
的
な
言
葉
で
語
る
場
が
開
か
れ
る
と
言
え
ま

す
。
そ
こ
に
自
然
科
学
が
成
立
し
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
見
方
は
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
何
度
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
「
も
の
」
の

世
界
が
真
実
で
あ
り
、
「
こ
と
」
の
世
界
が
虚
妄
で
あ
る
と
は
決
し
て
言
え
ま
せ
ん
。
美
し
く
咲
き
誇
り
、
私

た
ち
を
う
き
う
き
と
し
た
気
分
に
誘
う
桜
の
花
は
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
真
実
の
世
界
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ

の
真
実
の
世
界
を
、
同
時
に
、
分
子
や
原
子
の
世
界
と
し
て
も
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
い

う
仕
方
で
、
両
者
は
共
存
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

（
藤
田
正
勝
「
哲
学
の
ヒ
ン
ト
」
に
よ
る
）
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問６ 下の図のように，線分ＡＢを直径とする半円があり，ＡＢ＝５㎝とします。弧ＡＢ上に

点Ｃを，ＢＣ＝２㎝となるようにとります。このとき，線分ＡＣの長さを求めなさい。
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ドのうち，３枚のカードを１枚ずつ左から右に並べるとき，異なるマークのカードが交互

になる並べ方は何通りありますか，求めなさい。
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問
一

線
１
、
２
の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。

問
二

線
１
「
『
こ
と
』
に
は
表
情
が
あ
る
と
表
現
し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
記
述

の
仕
方
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

「
『
こ
と
』
に
は
表
情
が
あ
る
」
と
遠
回
し
に
述
べ
る
こ
と
で
、
筆
者
の
伝
え
た
い
こ
と
を
読
み
手
に
押

し
付
け
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

イ

「
『
こ
と
』
に
は
表
情
が
あ
る
」
と
比
喩
的
に
述
べ
る
こ
と
で
、
筆
者
が
伝
え
た
い
こ
と
を
読
み
手
に
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
て
い
る
。

ウ

「
表
現
し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
」
と
断
定
的
に
述
べ
る
こ
と
で
、
筆
者
の
考
え
の
正
し
さ
を
証
明
し

て
い
る
。

エ

「
表
現
し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
」
と
控
え
め
に
述
べ
る
こ
と
で
、
た
と
え
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と

へ
の
た
め
ら
い
を
表
し
て
い
る
。

問
三

線
２
「
そ
の
表
情
や
意
味
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
表
情
」
や
「
意
味
」
を
表
し
て
い
る
文
中
の

語
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
オ
か
ら
全
て
選
び
な
さ
い
。

ア

記
憶

イ

恐
怖

ウ

材
質

エ

物
体

オ

感
覚

問
四

線
３
「
一
匹
の
猛
犬
が
私
に
襲
い
か
か
っ
て
く
る
と
き
、
…
…
目
の
前
の
犬
そ
れ
自
体
が
恐
ろ
し

い
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
が
こ
の
よ
う
な
例
を
示
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
と
き
、

①

、

②

に
当
て
は
ま
る
表
現
を
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、

①

は
文
中
か
ら

三
十
一
字
で
抜
き
出
し
、
最
初
と
最
後
の
五
字
を
そ
れ
ぞ
れ
書
く
こ
と
。
ま
た
、

②

は
文
中
の
言

葉
を
用
い
て
、
二
十
字
程
度
で
書
く
こ
と
。

私
た
ち
の
経
験
を
い
き
い
き
と
し
た
も
の
に
し
て
い
る
に
お
い
や
音
な
ど
は
、

①

と
い
う
考
え
に
対
し
て
、
犬
が
じ
か
に
私
の
恐
怖
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
例
と
し
て
示
す
こ
と
で
、

②

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
。

問
五

線
４
「
『
こ
と
』
の
世
界
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
縛
ら
れ
な
い
三
次
元
空
間
の
な
か
に
置
き
直
し
て

『
も
の
』
と
し
て
説
明
す
る
」
に
つ
い
て
、
次
の 

、 

に
答
え
な
さ
い
。

 

線
４
の
例
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
オ
か
ら
全
て
選
び
な
さ
い
。

ア

雨
が
降
る
前
に
現
れ
る
い
わ
し
雲
の
名
前
の
由
来
を
、
い
わ
し
の
群
れ
に
見
え
る
か
ら
だ
と
説
明
す
る
。

イ

ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
む
水
は
、
人
に
よ
っ
て
好
み
が
分
か
れ
る
と
説
明
す
る
。

ウ

自
分
が
好
き
な
花
火
の
色
彩
に
つ
い
て
、
燃
焼
す
る
物
質
に
含
ま
れ
て
い
る
銅
の
量
で
説
明
す
る
。

エ

美
味
し
い
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
作
る
コ
ツ
は
、
愛
情
を
込
め
る
こ
と
だ
と
説
明
す
る
。

オ

毎
年
冬
に
祖
母
が
作
っ
て
く
れ
た
思
い
出
の
ミ
ー
ト
パ
イ
の
美
味
し
さ
の
理
由
を
、
成
分
表
で
説
明
す
る
。

－6－

 

線
４
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
表
し
て
い
る
部
分
を
、
次
に
示
す
【
資
料
】
か
ら
二
十
字
で
書
き
抜
き

な
さ
い
。

【
資
料
】

正
常
な
風
景
が
見
え
て
い
る
と
き
は
、
物
か
ら
光
波
が
眼
に
入
り
、
神
経
や
脳
は
正
常
で
（
視
線
上
で
）

透
明
で
あ
る
。
こ
の
と
き
光
波
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
の
が
物
理
学
で
あ
り
、

脳
や
神
経
が
分
子
レ
ベ
ル
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
の
が
生
理
学
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
例
え

ば
向
こ
う
に
富
士
山
が
見
え
て
い
る
と
い
う
状
況
を
、
富
士
山
か
ら
私
の
脳
に
至
る
ま
で
物
理
学
的
、
生

理
学
的
に
描
く
の
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
状
況
を
日
常
語
で
描
け
ば
、
私
は
こ
こ
に
立
っ
て
東
の
方
に
眼
を

開
い
て
お
り
遠
く
に
富
士
山
が
見
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
の
日
常
描
写
と
科
学
的
描
写

は
共
に
、
一
に
し
て
「
同
じ
状
況
」
の
二
通
り
の
描
写
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
日
常
描
写
に
科
学
的

描
写
が
「
重
ね
描
き
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
原
子
集
団
と
し
て
の
「
物
」
と
、
色
あ
り
匂
い
あ

る
「
知
覚
像
」
と
が
実
は
一
に
し
て
「
同
じ
も
の
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
日
常
的
に
描
写
さ
れ
る
風
景
と
、

科
学
的
に
描
写
さ
れ
る
光
波
や
脳
細
胞
な
ど
は
実
は
一
に
し
て
「
同
じ
も
の
」
な
の
で
あ
る
。

（
大
森
荘
蔵
「
知
の
構
築
と
そ
の
呪
縛
」
に
よ
る
）

問
六

本
文
で
筆
者
が
述
べ
て
い
る
「
こ
と
」
と
「
も
の
」
の
関
係
を
、
自
分
自
身
の
経
験
を
例
に
し
て
説
明
し

な
さ
い
。
た
だ
し
、
文
中
に
あ
る
「
『
こ
と
』
」
と
「
『
も
の
』」
の
二
つ
の
言
葉
を
用
い
て
書
く
こ
と
。

左
の
枠
は
、
下
書
き
に
使
っ
て
構
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。

- 5 -

問３ 下の図のような△ＡＢＣがあります。辺ＡＣ上に点Ｐを，∠ＰＢＣ＝30°となるように

とります。点Ｐを定規とコンパスを使って作図しなさい。

ただし，点を示す記号Ｐをかき入れ，作図に用いた線は消さないこと。

Ａ
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は
、
愛
情
を
込
め
る
こ
と
だ
と
説
明
す
る
。

オ

毎
年
冬
に
祖
母
が
作
っ
て
く
れ
た
思
い
出
の
ミ
ー
ト
パ
イ
の
美
味
し
さ
の
理
由
を
、
成
分
表
で
説
明
す
る
。
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線
４
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
表
し
て
い
る
部
分
を
、
次
に
示
す
【
資
料
】
か
ら
二
十
字
で
書
き
抜
き

な
さ
い
。

【
資
料
】

正
常
な
風
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見
え
て
い
る
と
き
は
、
物
か
ら
光
波
が
眼
に
入
り
、
神
経
や
脳
は
正
常
で
（
視
線
上
で
）

透
明
で
あ
る
。
こ
の
と
き
光
波
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
の
が
物
理
学
で
あ
り
、

脳
や
神
経
が
分
子
レ
ベ
ル
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
の
が
生
理
学
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
例
え

ば
向
こ
う
に
富
士
山
が
見
え
て
い
る
と
い
う
状
況
を
、
富
士
山
か
ら
私
の
脳
に
至
る
ま
で
物
理
学
的
、
生

理
学
的
に
描
く
の
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
状
況
を
日
常
語
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描
け
ば
、
私
は
こ
こ
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立
っ
て
東
の
方
に
眼
を

開
い
て
お
り
遠
く
に
富
士
山
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る
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い
う
こ
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な
る
。
だ
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日
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描
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と
科
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描
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に
、
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し
て
「
同
じ
状
況
」
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の
描
写
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の
で
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。
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日
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描
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科
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描
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れ
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。
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ら
、
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れ
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光
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脳
細
胞
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は
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は
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し
て
「
同
じ
も
の
」
な
の
で
あ
る
。

（
大
森
荘
蔵
「
知
の
構
築
と
そ
の
呪
縛
」
に
よ
る
）
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述
べ
て
い
る
「
こ
と
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。
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程式をつくり，求めなさい。
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７
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問３ 下の図のような△ＡＢＣがあります。辺ＡＣ上に点Ｐを，∠ＰＢＣ＝30°となるように

とります。点Ｐを定規とコンパスを使って作図しなさい。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
配
点

）
14

花
は
さ
く
ら
。
桜
は
、
山
桜
の
、
葉
赤
く
て
り
て
、
ほ
そ
き
が
、
ま
ば
ら
に
ま
じ
り
て
、
花
し
げ
く
咲
き
た

る
は
、
ま
た
た
ぐ
ふ
べ
き
物
も
な
く
、
う
き
世
の
物
と
も
思
は
れ
ず
。
葉
青
く
て
、
花
の
ま
ば
ら
な
る
は
、
こ

よ
な
く
お
く
れ
た
り
。
大
か
た
山
桜
と
い
ふ
中
に
も
、
し
な
じ
な
の
有
り
て
、
こ
ま
か
に
見
れ
ば
、
一
木
ご
と

に
、
い
さ
さ
か
か
は
れ
る
と
こ
ろ
有
り
て
、
ま
た
く
同
じ
き
は
な
き
や
う
な
り
。
ま
た
今
の
世
に
、
桐
が
や
つ

八
重
一
重
な
ど
い
ふ
も
、
や
う
か
は
り
て
、
い
と
め
で
た
し
。
す
べ
て
く
も
れ
る
日
の
空
に
見
あ
げ
た
る
は
、

花
の
色
あ
ざ
や
か
な
ら
ず
。
松
も
何
も
、
青
や
か
に
し
げ
り
た
る
こ
な
た
に
咲
け
る
は
、
色
は
え
て
、
こ
と
に

見
ゆ
。
空
き
よ
く
は
れ
た
る
日
、
日
影
の
さ
す
か
た
よ
り
見
た
る
は
、
に
ほ
ひ
こ
よ
な
く
て
、
同
じ
花
と
も
お

ぼ
え
ぬ
ま
で
な
ん
。
朝
日
は
さ
ら
な
り
、
夕
ば
え
も
。

（
「
玉
勝
間
」
に
よ
る
）

（
注
）

山
桜

桜
の
一
種
。
若
葉
は
赤
褐
色
で
、
春
、
葉
と
同
時
に
淡
紅
色
の
花
を
開
く
。

桐
が
や
つ

桜
の
一
種
。
同
じ
木
に
八
重
咲
き
と
一
重
咲
き
が
混
じ
っ
て
咲
く
。

日
影

日
光
。
ひ
な
た
。

問
一

線
「
た
ぐ
ふ
べ
き
物
も
な
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

ア
～
エ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

交
わ
る
も
の
も
な
く
て

イ

間
違
え
る
も
の
も
な
く
て

ウ

ふ
さ
わ
し
い
も
の
も
な
く
て

エ

比
べ
る
も
の
も
な
く
て

問
二

こ
の
文
章
を
学
習
し
た
生
徒
が
、
桜
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
を

読
ん
で
、 

、 

に
答
え
な
さ
い
。

見
映
え
の
す
る
桜

見
劣
り
す
る
桜

・
葉
が

①

く
照
り
映
え
て
、
細
い
の
が

・
葉
が

②

く
て
、
花
が

③

に

③

に
混
じ
っ
て
、
花
が
多
く
咲
い

咲
い
て
い
る
。

て
い
る
。

・
空
が
す
が
す
が
し
く

④

日
に
、
日

・
す
っ
か
り

⑤

空
が
背
景
に
あ
る
。

光
が
差
す
方
向
か
ら
見
る
。

・

⑤

日
で
も
、
背
景
に
松
な
ど
の
樹

木
が

②

く
し
げ
っ
て
い
る
こ
ち
ら
側
に

咲
い
て
い
る
。

 

①

、

②

に
当
て
は
ま
る
適
当
な
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
一
字
で
書
き
な
さ
い
。

 

③

～

⑤

に
当
て
は
ま
る
適
当
な
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

三

－8－

問
三

こ
の
文
章
の
内
容
に
合
う
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

桜
と
い
う
も
の
は
、
朝
日
で
も
夕
日
で
も
、
十
分
な
日
光
が
当
た
っ
て
い
る
と
き
こ
そ
香
り
が
強
く
な

り
、
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
る
。

イ

同
じ
種
類
の
桜
で
も
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
一
本
一
本
の
木
ご
と
に
少
し
ず
つ
違
い
が
あ
っ
て
、
全

く
同
じ
も
の
は
な
い
。

ウ

桜
が
咲
く
と
き
に
葉
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
ど
ん
な
に
花
が
美
し
く
て
も
、
葉
が
し

お
れ
て
い
る
の
は
風
情
が
な
く
興
ざ
め
す
る
。

エ

様
々
な
種
類
が
あ
る
桜
の
中
で
も
、
桐
が
や
つ
と
い
う
種
類
の
桜
が
八
重
で
咲
い
て
い
る
の
が
こ
の
世

で
最
も
美
し
く
、
素
晴
ら
し
い
。

（
本
居
宣
長
「
玉
勝
間
」
に
よ
る
）

- 7 -

３ 次の問いに答えなさい。

問１ 下の図は，2020年の９月と12月のカレンダーです。2020年だけでなく，毎年，９月と

12月は，１日から30日までの曜日が同じです。このことを，次のように説明するとき，

ア ～ ウ に当てはまる整数を，それぞれ書きなさい。

(説明)

９月と12月の１日から30日までの曜日が同じであるためには，９月１日と12月１日

の曜日が同じであればよい。また，９月１日の n日後が，９月１日と同じ曜日と

なるのは， nが ア の倍数のときだけである。

９月１日の n日後が12月１日のとき，10月が31日まで，11月が30日まである

ことから，n＝ イ となり， イ ＝ ア × ウ と表せるので，

イ は ア の倍数であることがわかる。

よって，９月１日と12月１日の曜日が同じであり，30日までの曜日が同じとなる。

2020年９月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

2020年12月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31
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点
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葉
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、
ほ
そ
き
が
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ま
ば
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、
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し
げ
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ま
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た
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世
の
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り
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た
今
の
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に
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八
重
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な
ど
い
ふ
も
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や
う
か
は
り
て
、
い
と
め
で
た
し
。
す
べ
て
く
も
れ
る
日
の
空
に
見
あ
げ
た
る
は
、

花
の
色
あ
ざ
や
か
な
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ず
。
松
も
何
も
、
青
や
か
に
し
げ
り
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る
こ
な
た
に
咲
け
る
は
、
色
は
え
て
、
こ
と
に

見
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日
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日
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た
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は
、
に
ほ
ひ
こ
よ
な
く
て
、
同
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と
も
お
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日
は
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り
、
夕
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も
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「
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山
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の
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若
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色
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、
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時
に
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の
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を
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。
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咲
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と
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重
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混
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。

日
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日
光
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。

問
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線
「
た
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べ
き
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と
あ
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ま
す
が
、
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
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ア
～
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選
び
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い
。
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ウ

ふ
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く
て

エ

比
べ
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も
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な
く
て

問
二

こ
の
文
章
を
学
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し
た
生
徒
が
、
桜
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
を

読
ん
で
、 

、 

に
答
え
な
さ
い
。

見
映
え
の
す
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桜
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桜

・
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く
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表
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－8－

問
三

こ
の
文
章
の
内
容
に
合
う
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

桜
と
い
う
も
の
は
、
朝
日
で
も
夕
日
で
も
、
十
分
な
日
光
が
当
た
っ
て
い
る
と
き
こ
そ
香
り
が
強
く
な

り
、
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
る
。

イ

同
じ
種
類
の
桜
で
も
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
一
本
一
本
の
木
ご
と
に
少
し
ず
つ
違
い
が
あ
っ
て
、
全

く
同
じ
も
の
は
な
い
。

ウ

桜
が
咲
く
と
き
に
葉
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
ど
ん
な
に
花
が
美
し
く
て
も
、
葉
が
し

お
れ
て
い
る
の
は
風
情
が
な
く
興
ざ
め
す
る
。

エ

様
々
な
種
類
が
あ
る
桜
の
中
で
も
、
桐
が
や
つ
と
い
う
種
類
の
桜
が
八
重
で
咲
い
て
い
る
の
が
こ
の
世

で
最
も
美
し
く
、
素
晴
ら
し
い
。
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問２ 下の資料は，2020年から2032年までの，１月１日の曜日とうるう年（２月29日がある年）

である年をまとめたものです。2021年から2100年までの間に，2020年と１年間のすべての

日の曜日が同じになる年を，すべて求めなさい。

（資料）

年 １月１日の曜日 うるう年（○）

2020 水 ○

2021 金

2022 土

2023 日

2024 月 ○

2025 水

2026 木

2027 金

2028 土 ○

2029 月

2030 火

2031 水

2032 木 ○
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３ 次の問いに答えなさい。

問１ 下の図は，2020年の９月と12月のカレンダーです。2020年だけでなく，毎年，９月と

12月は，１日から30日までの曜日が同じです。このことを，次のように説明するとき，

ア ～ ウ に当てはまる整数を，それぞれ書きなさい。

(説明)

９月と12月の１日から30日までの曜日が同じであるためには，９月１日と12月１日

の曜日が同じであればよい。また，９月１日の n日後が，９月１日と同じ曜日と

なるのは， nが ア の倍数のときだけである。

９月１日の n日後が12月１日のとき，10月が31日まで，11月が30日まである

ことから，n＝ イ となり， イ ＝ ア × ウ と表せるので，

イ は ア の倍数であることがわかる。

よって，９月１日と12月１日の曜日が同じであり，30日までの曜日が同じとなる。

2020年９月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

2020年12月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31
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次
は
、
中
学
生
の
高
木
さ
ん
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
「
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
と
い
う

単
元
で
、
同
じ
班
の
小
林
さ
ん
、
坂
本
さ
ん
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
で
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
、
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
配
点

）
18

グラフ

４．考察

５．参考資料

「Ⅹ市の魅力調査」Ⅹ市役所 https://www ……〇年〇月〇日閲覧

20

40

60

80

100
（ ％ ）

親しみやすい 味がある 荒っぽい 聞き取りにくい

65 67

53
48

85 88

34

52

Ｘ市に住んでいる人（500名）　　

Ｘ市以外に住んでいる人（500名）

Ⅹ市の方言に対するイメージ

テーマ 方言のもつ力 ２班 高木・小林・坂本

１． ①

「地域の魅力」について考えるため、地域に特有の言葉であ

る方言に着目した。近隣のＸ市が方言を観光ＰＲに活用してい

ることを知り、その取り組みについて詳しく調べることにした。

２． ②

・Ｘ市役所のホームページの閲覧。

・Ｘ市役所観光課職員へのインタビュー。

３． ③

(1) 方言を観光ＰＲに活用しようとした背景

・観光課で「Ⅹ市の魅力」についてアンケートを実施した。

・アンケート項目の一つである「Ⅹ市の方言に対するイメー

ジ」について、観光課の職員が予想していたものと異なる

結果が得られた。

→Ⅹ市の方言は観光資源になり得ると気付いた。

※グラフ（Ⅹ市役所のホームページより引用）を参照。

(2) 活用例

・方言によるＰＲ動画を作成し、インターネットで公開した。

・地域の特産品に方言を生かしたキャッチコピーを付けた。

(3) 成果

・方言によるＰＲ動画や、特産品に方言でキャッチコピーを

付けたことが、インターネットやテレビなどで話題となっ

た。

→Ｘ市への観光客数が前年度よりも増加した。

四

－10－

問
一

レ
ポ
ー
ト
の

①

～

③

に
当
て
は
ま
る
も
の
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

ア
～
エ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

①

事
前
調
査

②

分
析
方
法

③

情
報
収
集

イ

①

調
査
目
的

②

調
査
内
容

③

問
題
提
起

ウ

①

き
っ
か
け

②

分
析
結
果

③

振
り
返
り

エ

①

は
じ
め
に

②

調
査
方
法

③

調
査
結
果

問
二

線
「
Ⅹ
市
の
方
言
は
観
光
資
源
に
な
り
得
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
Ⅹ
市
役
所
観
光
課
の
職
員
が
そ
の

よ
う
に
気
付
い
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
条
件
１
～
３
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

条
件
１

解
答
欄
に
示
し
た
表
現
に
続
け
て
、
一
文
で
書
く
こ
と
。

条
件
２

グ
ラ
フ
の
内
容
を
根
拠
に
し
て
書
く
こ
と
。

条
件
３

グ
ラ
フ
の
「
Ⅹ
市
に
住
ん
で
い
る
人
」
と
「
Ⅹ
市
以
外
に
住
ん
で
い
る
人
」
を
比
較
し
て
書
く
こ
と
。

問
三

次
は
、「
４
．
考
察
」
の

に
つ
い
て
、
高
木
さ
ん
が
書
い
た
下
書
き
（
Ａ
）
と
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
班
で
の
話
し
合
い
の
場
面
（
Ｂ
）
で
す
。
話
し
合
い
の
内
容
を
踏
ま
え
、
（
Ａ
）
を
百
字
程
度
で
書

き
直
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
二
つ
の
文
で
書
く
こ
と
。

（
Ａ
）
下
書
き

（
Ｂ
）
話
し
合
い
の
場
面

（
高
木
さ
ん
）

「
４
．
考
察
」
の
下
書
き
を
書
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
な

ん
か
上
手
く
書
け
な
く
て
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な
。

（
小
林
さ
ん
）

一
文
目
の
方
言
の
観
光
Ｐ
Ｒ
へ
の
活
用
に
つ
い
て
、
も

っ
と
具
体
的
に
書
い
た
方
が
、
観
光
客
数
が
増
加
し
た
理

由
が
わ
か
り
や
す
い
よ
ね
。

（
高
木
さ
ん
）

わ
か
っ
た
。
二
文
目
は
ど
う
か
な
。

（
小
林
さ
ん
）

「
考
察
」
だ
か
ら
、
二
文
目
に
は
Ｘ
市
の
方
言
の
観
光

Ｐ
Ｒ
へ
の
活
用
例
や
成
果
か
ら
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
を

書
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
よ
。

（
坂
本
さ
ん
）

下
書
き
に
書
い
て
い
る
方
言
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
観
光
課

の
方
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
だ
ね
。
そ
れ
を
書
く

ん
じ
ゃ
な
く
て
、
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
方
言
の

も
つ
力
」
に
つ
い
て
、
自
分
で
考
え
た
こ
と
を
書
く
と
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

（
高
木
さ
ん
）

そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
、
方
言
に
は
ど
ん
な
力
が
あ
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
の
魅
力
と
関
連
付
け
て
書
い

て
み
る
か
な
。
な
ん
か
書
け
そ
う
な
気
が
し
て
き
た
。

Ｘ市では、方言を観光ＰＲに活用したことで、観光客数

が前年度よりも増加した。こうした活用例や成果から、方

言には、「親しみやすい」や「味がある」といったイメージ

があることがわかった。

４．考察

- 9 -

４ 下の図のように，２つの関数 ……①， y＝－ x２……② のグラフがあります。

①のグラフ上に点Ａがあり，点Ａの x座標を tとします。点Ａと y軸について対称な点をＢと

し，点Ａと x座標が等しい②のグラフ上の点をＣとします。また，②のグラフ上に点Ｄが

あり，点Ｄの x座標を負の数とします。点Ｏは原点とします。

ただし， t＞０とします。

次の問いに答えなさい。

問１ 四角形ＡＢＤＣが長方形となるとき，点Ｄの座標を， tを使って表しなさい。

問２ t＝４とします。点Ｃを通り，傾きが－３の直線の式を求めなさい。

１
y＝－x２

２

Ｃ

ＡＢ

Ｏ
x

y

②

①

Ｄ
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。
二
文
目
は
ど
う
か
な
。

（
小
林
さ
ん
）

「
考
察
」
だ
か
ら
、
二
文
目
に
は
Ｘ
市
の
方
言
の
観
光

Ｐ
Ｒ
へ
の
活
用
例
や
成
果
か
ら
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
を

書
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
よ
。

（
坂
本
さ
ん
）

下
書
き
に
書
い
て
い
る
方
言
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
観
光
課

の
方
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
だ
ね
。
そ
れ
を
書
く

ん
じ
ゃ
な
く
て
、
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
方
言
の

も
つ
力
」
に
つ
い
て
、
自
分
で
考
え
た
こ
と
を
書
く
と
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

（
高
木
さ
ん
）

そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
、
方
言
に
は
ど
ん
な
力
が
あ
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
の
魅
力
と
関
連
付
け
て
書
い

て
み
る
か
な
。
な
ん
か
書
け
そ
う
な
気
が
し
て
き
た
。

Ｘ市では、方言を観光ＰＲに活用したことで、観光客数

が前年度よりも増加した。こうした活用例や成果から、方

言には、「親しみやすい」や「味がある」といったイメージ

があることがわかった。

４．考察
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問３ ２点Ｂ，Ｃを通る直線の傾きが－２となるとき，点Ａの座標を求めなさい。

- 10 -

問３ ２点Ｂ，Ｃを通る直線の傾きが－２となるとき，点Ａの座標を求めなさい。
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問３ ２点Ｂ，Ｃを通る直線の傾きが－２となるとき，点Ａの座標を求めなさい。

- 9 -

４ 下の図のように，２つの関数 ……①， y＝－ x２……② のグラフがあります。

①のグラフ上に点Ａがあり，点Ａの x座標を tとします。点Ａと y軸について対称な点をＢと

し，点Ａと x座標が等しい②のグラフ上の点をＣとします。また，②のグラフ上に点Ｄが

あり，点Ｄの x座標を負の数とします。点Ｏは原点とします。

ただし， t＞０とします。

次の問いに答えなさい。

問１ 四角形ＡＢＤＣが長方形となるとき，点Ｄの座標を， tを使って表しなさい。

問２ t＝４とします。点Ｃを通り，傾きが－３の直線の式を求めなさい。

１
y＝－x２

２

Ｃ

ＡＢ

Ｏ
x

y

②

①

Ｄ
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問２ t＝４とします。点Ｃを通り，傾きが－３の直線の式を求めなさい。

１
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Ｏ
x
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①

Ｄ
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４ 下の図のように，２つの関数 ……①， y＝－ x２……② のグラフがあります。

①のグラフ上に点Ａがあり，点Ａの x座標を tとします。点Ａと y軸について対称な点をＢと

し，点Ａと x座標が等しい②のグラフ上の点をＣとします。また，②のグラフ上に点Ｄが

あり，点Ｄの x座標を負の数とします。点Ｏは原点とします。

ただし， t＞０とします。

次の問いに答えなさい。

問１ 四角形ＡＢＤＣが長方形となるとき，点Ｄの座標を， tを使って表しなさい。

問２ t＝４とします。点Ｃを通り，傾きが－３の直線の式を求めなさい。

１
y＝－x２

２

Ｃ

ＡＢ

Ｏ
x

y

②

①

Ｄ



－11－

左
の
枠
は
、
下
書
き
に
使
っ
て
構
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
こ
と
。

140 120 100 80 60240 220 200 180 160 40 20
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５ 下の図のように，△ＡＢＣの辺ＡＢ上に点Ｄ，辺ＢＣ上に点Ｅがあり，∠ＢＡＥ＝∠ＢＣＤ＝40°

とします。線分ＡＥと線分ＣＤとの交点を点Ｆとします。

次の問いに答えなさい。

問１ ∠ＡＦＣ＝115°のとき，∠ＡＢＣの大きさを求めなさい。

問２ △ＡＢＣ∽△ＥＢＤを証明しなさい。

Ａ ＢＤ

Ｃ

Ｅ

Ｆ
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５ 下の図のように，△ＡＢＣの辺ＡＢ上に点Ｄ，辺ＢＣ上に点Ｅがあり，∠ＢＡＥ＝∠ＢＣＤ＝40°

とします。線分ＡＥと線分ＣＤとの交点を点Ｆとします。

次の問いに答えなさい。

問１ ∠ＡＦＣ＝115°のとき，∠ＡＢＣの大きさを求めなさい。

問２ △ＡＢＣ∽△ＥＢＤを証明しなさい。

Ａ ＢＤ

Ｃ

Ｅ

Ｆ



３点

①
当
日
の
様
子
を
動
画
で
紹
介
す
る
こ
と
、
②
準
備
期
間
の
様
子
を
紙
芝
居
で
紹
介
す
る
こ
と
の
二
点
が
適
切
に
表
現
さ

れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
い
ず
れ
か
を
欠
い
た
場
合
は
各
二
点
を
減
じ
る
。

採

点

基

準

（
完
全
解
答
・
順
不
同
）

問
　
六

⑳

９点

（
正
答
例
）

私
の
身
に
着
け
て
き
た
腕
時
計
が
、
他
の
時
計
に
は
な
い
使
い
や
す
さ
や
愛
着
が
あ
る
と
い
う
「
こ
と
」
で

あ
る
と
同
時
に
、
分
針
や
秒
針
の
付
い
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
タ
イ
プ
の
時
計
と
い
う
「
も
の
」
で
あ
る
と
い
う

よ
う
に
、
「
こ
と
」
と
「
も
の
」
は
一
体
に
な
っ
て
い
る
。

９点

 

問
五

三

２

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
一

１

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

１

①
Ⅹ
市
に
お
け
る
方
言
の
観
光
Ｐ
Ｒ
へ
の
具
体
的
な
活
用
例
と
そ
の
成
果
と
し
て
観
光
客
数
が
増
加
し
た
こ
と
、
②
Ⅹ
市

の
活
用
例
や
成
果
を
通
し
て
「
方
言
の
も
つ
力
」
に
つ
い
て
「
地
域
の
魅
力
」
と
関
連
付
け
て
考
え
た
こ
と
の
二
点
が
、

二
つ
の
文
で
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
①
を
欠
い
た
場
合
は
三
点
、
②
を
欠
い
た
場
合
は
六
点
を
減

じ
る
。

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

１

一

２

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

字
数
に
つ
い
て
は
枠
内
で
答
え
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を
超
え
る
も
の
、
ま
た
は
、
極
端
に
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
各
一

点
を
減
じ
る
。

１

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

一

一

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
一

の
採
点
基
準
２
並
び
に

「
こ
と
」
と
「
も
の
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
①
自
分
自
身
の
経
験
を
例
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
と
、
②
「
こ
と
」
と
「
も

の
」
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
（
「
共
存
し
て
い
る
」
等
も
可
）
こ
と
の
二
点
が
、
指
示
さ
れ
た
語
を
用
い
て
適
切
に
表
現

さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
①
を
欠
い
た
場
合
は
六
点
、
②
を
欠
い
た
場
合
は
三
点
を
減
じ
る
。

（
正
答
例
）

一

問
 
三

 

ウ
、
オ

⑲

日
常
描
写
に
科
学
的
描
写
が
「
重
ね
描
き
」
さ
れ
る

問
四

② ①

⑱ ⑰ ⑯

５点

問
五

  

５点５点

⑮

問
　
二

採

点

基

準

（

正
答
例
２
）

（
完
全
解
答
・
順
不
同
）

（
注
）
　
①
～
 
は
通
し
番
号
を
表
す
。

（
注
）
　
正
答
表
に
示
さ
れ
た
事
項
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
学
校
の
判
断
に
よ
る
。

③

④

①

⑭

２点

ひ
た
（
る
）

問
　
二

四

ア

イ

２点

不
意
に
漂
っ
て
き
た
甘
い
香
り
に
呼
び
起
こ
さ
れ
た

（
正
答
例
）

（
正
答
例
）

条
件
１
～
３
に
従
っ
て
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
い
ず
れ
か
を
欠
い
た
場
合
は
各
二
点
を
減
じ
る
。

２

「
事
柄
そ
の
も
の
」
と
「
私
の
意
識
の
内
面
」
が
ど
こ
ま
で
も
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も

の
を
正
答
と
す
る
。

一

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

問
四

一

の
問
五

の
採
点
基
準
２
並
び
に

⑦

 

⑩

３点

１

⑫

３点４点

 

問
 
四

⑨

問
一

問
五

⑪

 

二 問
三

３点

一

①

２点

び
ん
わ
ん

た
ぼ
う

④

第
一
部

国
　
語

正
　
答
　
表

問
二
 

２点

　
誤
（
り
）

 

②

２点

 

２点

 

半
島

問
一
 

２点

２点

問
　
一

 

２点

三

の
ぞ
（
む
）

 

問
　
三

 

２点

拝
観

  

問
二

 

２点

エ

③

５点

 

ウイ

（

正
答
例
１
）

⑬

２点

 

２

と
も
な
（
う
）

⑥

４点

６点

赤

②

 

２点

青

最
初

 

⑤

ま
ば
ら

（
正
答
例
）

（
正
答
例
）

２点

事
柄
そ
の
も
の
と
私
の
意
識
の
内
面
は
ど
こ
ま
で
も
一
つ

（
正
答
例
）

エ

問
　
一

 

３点

ア
、
イ
、
オ

「
意
識
の
内

最
後

わ
り
が
な
い

３点

イ

⑧ス
テ
ー
ジ
発
表
の
本
番
の
様
子
を
動
画
で
、
準
備
の
様
子
を
紙
芝
居
で
紹
介
し
よ
う
。

問
　
三

２点

⑤

 

く
も
っ
て
い
る

（
正
答
例
）

晴
れ
て
い
る

問
六

問
二

問
二

問
三

問
四
②

二

１ ２ １

四

２

表
現
の
稚
拙
な
も
の
、
不
十
分
な
も
の
、
表
記
上
の
欠
陥
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
一
点
を
減
じ
る
。

２

一

３

不
意
に
漂
っ
て
き
た
甘
い
香
り
に
呼
び
起
こ
さ
れ
た
こ
と
が
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

減
点
の
結
果
が
マ
イ
ナ
ス
点
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

３

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

１

の
問
五
 

（
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
）
Ｘ
市
以
外
に
住
ん
で
い
る
人
の
方
が
Ｘ
市
に
住
ん
で
い
る
人
よ
り

も
、
Ｘ
市
の
方
言
に
対
し
て
「
味
が
あ
る
」
や
「
親
し
み
や
す
い
」
と
い
う
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も

つ
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
）
Ｘ
市
以
外
に
住
ん
で
い
る
人
の
方
が
Ｘ
市
に
住
ん
で
い
る
人
よ
り

も
、
Ｘ
市
の
方
言
に
対
し
て
「
荒
っ
ぽ
い
」
と
い
う
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
が
少
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
。

Ｘ
市
で
は
、
方
言
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公
開
し
た
こ
と
や
、
特
産
品
に
方
言
で
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
付

け
た
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
観
光
客
数
が
前
年
度
よ
り
も
増
加
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
方
言
に
は
、

地
域
の
魅
力
を
強
く
印
象
付
け
て
宣
伝
す
る
力
が
あ
る
と
考
え
た
。

３点

①
当
日
の
様
子
を
動
画
で
紹
介
す
る
こ
と
、
②
準
備
期
間
の
様
子
を
紙
芝
居
で
紹
介
す
る
こ
と
の
二
点
が
適
切
に
表
現
さ

れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
い
ず
れ
か
を
欠
い
た
場
合
は
各
二
点
を
減
じ
る
。

採

点

基

準

（
完
全
解
答
・
順
不
同
）

問
　
六

⑳

９点

（
正
答
例
）

私
の
身
に
着
け
て
き
た
腕
時
計
が
、
他
の
時
計
に
は
な
い
使
い
や
す
さ
や
愛
着
が
あ
る
と
い
う
「
こ
と
」
で

あ
る
と
同
時
に
、
分
針
や
秒
針
の
付
い
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
タ
イ
プ
の
時
計
と
い
う
「
も
の
」
で
あ
る
と
い
う

よ
う
に
、
「
こ
と
」
と
「
も
の
」
は
一
体
に
な
っ
て
い
る
。

９点

 

問
五

三

２

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
一

１

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

１

①
Ⅹ
市
に
お
け
る
方
言
の
観
光
Ｐ
Ｒ
へ
の
具
体
的
な
活
用
例
と
そ
の
成
果
と
し
て
観
光
客
数
が
増
加
し
た
こ
と
、
②
Ⅹ
市

の
活
用
例
や
成
果
を
通
し
て
「
方
言
の
も
つ
力
」
に
つ
い
て
「
地
域
の
魅
力
」
と
関
連
付
け
て
考
え
た
こ
と
の
二
点
が
、

二
つ
の
文
で
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
①
を
欠
い
た
場
合
は
三
点
、
②
を
欠
い
た
場
合
は
六
点
を
減

じ
る
。

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

１

一

２

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

字
数
に
つ
い
て
は
枠
内
で
答
え
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を
超
え
る
も
の
、
ま
た
は
、
極
端
に
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
各
一

点
を
減
じ
る
。

１

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

一

一

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
一

の
採
点
基
準
２
並
び
に

「
こ
と
」
と
「
も
の
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
①
自
分
自
身
の
経
験
を
例
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
と
、
②
「
こ
と
」
と
「
も

の
」
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
（
「
共
存
し
て
い
る
」
等
も
可
）
こ
と
の
二
点
が
、
指
示
さ
れ
た
語
を
用
い
て
適
切
に
表
現

さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
①
を
欠
い
た
場
合
は
六
点
、
②
を
欠
い
た
場
合
は
三
点
を
減
じ
る
。

（
正
答
例
）

一

問
 
三

 

ウ
、
オ

⑲

日
常
描
写
に
科
学
的
描
写
が
「
重
ね
描
き
」
さ
れ
る

問
四

② ①

⑱ ⑰ ⑯

５点

問
五

  

５点５点

⑮

問
　
二

採

点

基

準

（

正
答
例
２
）

（
完
全
解
答
・
順
不
同
）

（
注
）
　
①
～
 
は
通
し
番
号
を
表
す
。

（
注
）
　
正
答
表
に
示
さ
れ
た
事
項
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
学
校
の
判
断
に
よ
る
。

③

④

①

⑭

２点

ひ
た
（
る
）

問
　
二

四

ア

イ

２点

不
意
に
漂
っ
て
き
た
甘
い
香
り
に
呼
び
起
こ
さ
れ
た

（
正
答
例
）

（
正
答
例
）

条
件
１
～
３
に
従
っ
て
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
い
ず
れ
か
を
欠
い
た
場
合
は
各
二
点
を
減
じ
る
。

２

「
事
柄
そ
の
も
の
」
と
「
私
の
意
識
の
内
面
」
が
ど
こ
ま
で
も
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も

の
を
正
答
と
す
る
。

一

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

問
四

一

の
問
五

の
採
点
基
準
２
並
び
に

⑦

 

⑩

３点

１

⑫

３点４点

 

問
 
四

⑨

問
一

問
五

⑪

 

二 問
三

３点

一

①

２点

び
ん
わ
ん

た
ぼ
う

④

第
一
部

国
　
語

正
　
答
　
表

問
二
 

２点

　
誤
（
り
）

 

②

２点

 

２点

 

半
島

問
一
 

２点

２点

問
　
一

 

２点

三

の
ぞ
（
む
）

 

問
　
三

 

２点

拝
観

  

問
二

 

２点

エ

③

５点

 

ウイ

（

正
答
例
１
）

⑬

２点

 

２

と
も
な
（
う
）

⑥

４点

６点

赤

②

 

２点

青

最
初

 

⑤

ま
ば
ら

（
正
答
例
）

（
正
答
例
）

２点

事
柄
そ
の
も
の
と
私
の
意
識
の
内
面
は
ど
こ
ま
で
も
一
つ

（
正
答
例
）

エ

問
　
一

 

３点

ア
、
イ
、
オ

「
意
識
の
内

最
後

わ
り
が
な
い

３点

イ

⑧ス
テ
ー
ジ
発
表
の
本
番
の
様
子
を
動
画
で
、
準
備
の
様
子
を
紙
芝
居
で
紹
介
し
よ
う
。

問
　
三

２点

⑤

 

く
も
っ
て
い
る

（
正
答
例
）

晴
れ
て
い
る

問
六

問
二

問
二

問
三

問
四
②

二

１ ２ １

四

２

表
現
の
稚
拙
な
も
の
、
不
十
分
な
も
の
、
表
記
上
の
欠
陥
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
一
点
を
減
じ
る
。

２

一

３

不
意
に
漂
っ
て
き
た
甘
い
香
り
に
呼
び
起
こ
さ
れ
た
こ
と
が
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

減
点
の
結
果
が
マ
イ
ナ
ス
点
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

３

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

１

の
問
五
 

（
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
）
Ｘ
市
以
外
に
住
ん
で
い
る
人
の
方
が
Ｘ
市
に
住
ん
で
い
る
人
よ
り

も
、
Ｘ
市
の
方
言
に
対
し
て
「
味
が
あ
る
」
や
「
親
し
み
や
す
い
」
と
い
う
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も

つ
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
）
Ｘ
市
以
外
に
住
ん
で
い
る
人
の
方
が
Ｘ
市
に
住
ん
で
い
る
人
よ
り

も
、
Ｘ
市
の
方
言
に
対
し
て
「
荒
っ
ぽ
い
」
と
い
う
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
が
少
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
。

Ｘ
市
で
は
、
方
言
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公
開
し
た
こ
と
や
、
特
産
品
に
方
言
で
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
付

け
た
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
観
光
客
数
が
前
年
度
よ
り
も
増
加
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
方
言
に
は
、

地
域
の
魅
力
を
強
く
印
象
付
け
て
宣
伝
す
る
力
が
あ
る
と
考
え
た
。

②

３点

①
当
日
の
様
子
を
動
画
で
紹
介
す
る
こ
と
、
②
準
備
期
間
の
様
子
を
紙
芝
居
で
紹
介
す
る
こ
と
の
二
点
が
適
切
に
表
現
さ

れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
い
ず
れ
か
を
欠
い
た
場
合
は
各
二
点
を
減
じ
る
。

採

点

基

準

（
完
全
解
答
・
順
不
同
）

問
　
六

⑳

９点

（
正
答
例
）

私
の
身
に
着
け
て
き
た
腕
時
計
が
、
他
の
時
計
に
は
な
い
使
い
や
す
さ
や
愛
着
が
あ
る
と
い
う
「
こ
と
」
で

あ
る
と
同
時
に
、
分
針
や
秒
針
の
付
い
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
タ
イ
プ
の
時
計
と
い
う
「
も
の
」
で
あ
る
と
い
う

よ
う
に
、
「
こ
と
」
と
「
も
の
」
は
一
体
に
な
っ
て
い
る
。

９点

 

問
五

三

２

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
一

１

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

１

①
Ⅹ
市
に
お
け
る
方
言
の
観
光
Ｐ
Ｒ
へ
の
具
体
的
な
活
用
例
と
そ
の
成
果
と
し
て
観
光
客
数
が
増
加
し
た
こ
と
、
②
Ⅹ
市

の
活
用
例
や
成
果
を
通
し
て
「
方
言
の
も
つ
力
」
に
つ
い
て
「
地
域
の
魅
力
」
と
関
連
付
け
て
考
え
た
こ
と
の
二
点
が
、

二
つ
の
文
で
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
①
を
欠
い
た
場
合
は
三
点
、
②
を
欠
い
た
場
合
は
六
点
を
減

じ
る
。

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

１

一

２

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

字
数
に
つ
い
て
は
枠
内
で
答
え
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を
超
え
る
も
の
、
ま
た
は
、
極
端
に
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
各
一

点
を
減
じ
る
。

１

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

一

一

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
一

の
採
点
基
準
２
並
び
に

「
こ
と
」
と
「
も
の
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
①
自
分
自
身
の
経
験
を
例
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
と
、
②
「
こ
と
」
と
「
も

の
」
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
（
「
共
存
し
て
い
る
」
等
も
可
）
こ
と
の
二
点
が
、
指
示
さ
れ
た
語
を
用
い
て
適
切
に
表
現

さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
①
を
欠
い
た
場
合
は
六
点
、
②
を
欠
い
た
場
合
は
三
点
を
減
じ
る
。

（
正
答
例
）

一

問
 
三

 

ウ
、
オ

⑲

日
常
描
写
に
科
学
的
描
写
が
「
重
ね
描
き
」
さ
れ
る

問
四

② ①

⑱ ⑰ ⑯

５点

問
五

  

５点５点

⑮

問
　
二

採

点

基

準

（

正
答
例
２
）

（
完
全
解
答
・
順
不
同
）

（
注
）
　
①
～
 
は
通
し
番
号
を
表
す
。

（
注
）
　
正
答
表
に
示
さ
れ
た
事
項
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
学
校
の
判
断
に
よ
る
。

③

④

①

⑭

２点

ひ
た
（
る
）

問
　
二

四

ア

イ

２点

不
意
に
漂
っ
て
き
た
甘
い
香
り
に
呼
び
起
こ
さ
れ
た

（
正
答
例
）

（
正
答
例
）

条
件
１
～
３
に
従
っ
て
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
い
ず
れ
か
を
欠
い
た
場
合
は
各
二
点
を
減
じ
る
。

２

「
事
柄
そ
の
も
の
」
と
「
私
の
意
識
の
内
面
」
が
ど
こ
ま
で
も
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も

の
を
正
答
と
す
る
。

一

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

問
四

一

の
問
五

の
採
点
基
準
２
並
び
に

⑦

 

⑩

３点

１

⑫

３点４点

 

問
 
四

⑨

問
一

問
五

⑪

 

二 問
三

３点

一

①

２点

び
ん
わ
ん

た
ぼ
う

④

第
一
部

国
　
語

正
　
答
　
表

問
二
 

２点

　
誤
（
り
）

 

②

２点

 

２点

 

半
島

問
一
 

２点

２点

問
　
一

 

２点

三

の
ぞ
（
む
）

 

問
　
三

 

２点

拝
観

  

問
二

 

２点

エ

③

５点

 

ウイ

（

正
答
例
１
）

⑬

２点

 

２

と
も
な
（
う
）

⑥

４点

６点

赤

②

 

２点

青

最
初

 

⑤

ま
ば
ら

（
正
答
例
）

（
正
答
例
）

２点

事
柄
そ
の
も
の
と
私
の
意
識
の
内
面
は
ど
こ
ま
で
も
一
つ

（
正
答
例
）

エ

問
　
一

 

３点

ア
、
イ
、
オ

「
意
識
の
内

最
後

わ
り
が
な
い

３点

イ

⑧ス
テ
ー
ジ
発
表
の
本
番
の
様
子
を
動
画
で
、
準
備
の
様
子
を
紙
芝
居
で
紹
介
し
よ
う
。

問
　
三

２点

⑤

 

く
も
っ
て
い
る

（
正
答
例
）

晴
れ
て
い
る

問
六

問
二

問
二

問
三

問
四
②

二

１ ２ １

四

２

表
現
の
稚
拙
な
も
の
、
不
十
分
な
も
の
、
表
記
上
の
欠
陥
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
各
一
点
を
減
じ
る
。

２

一

３

不
意
に
漂
っ
て
き
た
甘
い
香
り
に
呼
び
起
こ
さ
れ
た
こ
と
が
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

減
点
の
結
果
が
マ
イ
ナ
ス
点
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

３

の
問
四
の
採
点
基
準
２
、
３
に
準
じ
る
。

１

の
問
五
 

（
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
）
Ｘ
市
以
外
に
住
ん
で
い
る
人
の
方
が
Ｘ
市
に
住
ん
で
い
る
人
よ
り

も
、
Ｘ
市
の
方
言
に
対
し
て
「
味
が
あ
る
」
や
「
親
し
み
や
す
い
」
と
い
う
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も

つ
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
）
Ｘ
市
以
外
に
住
ん
で
い
る
人
の
方
が
Ｘ
市
に
住
ん
で
い
る
人
よ
り

も
、
Ｘ
市
の
方
言
に
対
し
て
「
荒
っ
ぽ
い
」
と
い
う
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
が
少
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
。

Ｘ
市
で
は
、
方
言
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公
開
し
た
こ
と
や
、
特
産
品
に
方
言
で
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
付

け
た
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
観
光
客
数
が
前
年
度
よ
り
も
増
加
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
方
言
に
は
、

地
域
の
魅
力
を
強
く
印
象
付
け
て
宣
伝
す
る
力
が
あ
る
と
考
え
た
。

①
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
本
番
の
様
子
を
動
画
で
紹
介
す
る
こ
と
と
、
②
準
備
期
間
の
様
子
を
紙
芝
居
で
紹
介
す
る
こ
と
の
二

点
が
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
い
ず
れ
か
を
欠
い
た
場
合
は
各
二
点
を
減
じ
る
。

私
の
身
に
着
け
て
き
た
腕
時
計
が
、
他
の
時
計
に
は
な
い
使
い
や
す
さ
や
愛
着
が
あ
る
と
い
う
「
こ
と
」
で

あ
る
と
同
時
に
、
分
針
や
秒
針
の
付
い
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
タ
イ
プ
の
時
計
と
い
う
「
も
の
」
で
あ
る
と
い
う

よ
う
に
、
「
こ
と
」
と
「
も
の
」
は
一
体
に
な
っ
て
い
る
。

条
件
１
～
３
に
し
た
が
っ
て
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
正
答
と
し
、
い
ず
れ
か
を
欠
い
た
場
合
は
各
二
点
を
減
じ
る
。
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